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腎孟：扁平上皮癌についての観察

奈良県立医科大学泌尿器科学教室（主任：石川昌義教授）

平松 侃，吉田宏二郎，井本 卓

奥村秀．弘，岡島英五郎，林．威三雄

SQUAMOUS CELL CARCINOMA OF THE RENAL

   PELVIS WITH STAG－HORN CALCULUS

Tadashi HiRAMATsu， K6jlr6 YosHiDA， Takashi IMoTo， Hidehiro OKuMuRA，

          Eigor6 OKAJiMA and lsao HAyAsHi

17rom theエ）ePαrtment O∫Urolog’y， Nara 1晩砒αZ翫｛versity， Kashihara， foPan

        （Chairman ： Prof． M． lshihawa， lt4． D．）

  A case of squamous cell carcinoma of the left renal pelvis associated with a stag－horn

calculus and pyonephrosis was reported．

  Clinical findings of this case were compared with those of one of the similar cases in Japan．

Sixty－nine cases of squamous cell carcinorna of the renal pelvis were previously reported in Japan．

  The patient， a 48－year－old man， known to have stone in the left 1〈idney as diagnosed 10 months

previously， was admitted to our clinic complaining of left fiank colic with fever． Preoperative

diagnosis was renal stone with pyonephrosis and nephrectomy was performed． Multiple tumor of

the renal pelvis was found postoperatively which was microscopically squamous cell carcinoma．

は じ め に

 腎孟扁平上皮癌は比較的まれな疾患であり，

その組織学的特性，とくにその組織発生におけ

る結石との関連性が重視されている．したがっ

て本症の症状は・他の腎孟腫瘍と異なり特異的

で，結石，感染あるいは尿路閉塞などの併発に

よる症状にかくされるため，術前に正確に診断

された例は少なく，また，予後もきわめて悪い

注意すべき疾患である．

 最近われわれは巨大腎結石の診断の下に，腎

摘除を行なったが，その摘除腎を詳細に調べた

結果，腎孟扁平上皮癌を発見した1例を経験し

たので，報告するとともICわれわれの調べ得た

現在までの本邦症例70例について，若干の文献

的考察を試みた．

症

患者：48才，・男子，会社員

初診：1967年7月7日

例

 主訴：左側腹部痛，肉眼的血尿および発熱

 家族歴：特記すべぎことなし．

 既往歴：7年前より腎結石を指摘されていた。

 現病歴：約7カ月前よりときどき左側腹部に癌痛様

疹痛を訴え，町医から腎結石を指摘され，痙痛発作の

都度，鎮痛剤の投与を受けていた．初診10日前より左

側腹部痛および38℃以上の弛張熱が持続し，肉眼的

血尿や全身衰弱が現われ，当科を受診した．

 現症：体格中等，栄養やや不良，顔面および眼瞼結

膜は貧血状，頸部リンパ腺は触知せず，胸部は理学的

に異常を認めなかった．腹部は右腎は触知しない．左

腎は左季肋下部が膨隆しているが，強い圧痛および腹

壁の緊張のため，十分に触診できなかったが，その圧

痛の下縁は〆高に，内側縁はほぼ正中線にまで達して

いた，その他泌尿器科的に異常は認めなかった．

 入院：1967年7月10日

 入院時諸検査所見

 ・一般検査所見

 血圧：118／80mmHg

 血沈：1時間値83mm，2時間値120mm
 梅毒血清反応：陰性
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血液所見：赤血球数438×104

     血色素量70％（Sahli）

     白血球数7，600

     白血球百分比正常

血液化学所見：total protein 7．8g／d1

A／G

Urea N

Na

K
Cl

Ca

1．1

10mg／d王

140mEq／1

4．7mEq／1

383mg／1

4．7mEq／l

inorganic P 4．Orng／dl

肝機能検査：正常

心電図：正常

。泌尿器科的検査所見

尿所見＝外観強度血性混濁

    アルカリ性

    蛋白（＋）

    糖  （一）

     沈渣：赤血球（冊），白血球（甘），

        上皮細胞（±：），細菌（＋）

 膀胱鏡所見：膀胱容量：250cc以上で，膀胱粘膜に

異常はない、両側尿管口はともに正常であったが，左

側尿管より血性混濁尿の排出を認めた．

 レ線学的検査：胸部はレ線学的に異常を認めなかっ

た．腎膀胱部単純撮影にて，左側下部に大小多数の結

石陰影を認めた（Fig．1）．排泄性腎孟撮影では，右

側は排泄および腎孟像に異常はないが，左側では．単純

像と同様の結石陰影を見るのみで，排泄像は全く見ら

れなかった（Fig．2）．

 臨床診断：左側多発性腎結石および膿腎症

 手術所見：1967年8月1日左回摘除術を施行した．

持続硬膜外麻酔の下に左腰部斜切開で腹膜外的に後腹

膜腔に達したところ，腎臓は予想どおり非常に大きく

なっており，その内部に大小多数の結石を触知した．

上極部は嚢状となり，この部には癒着はなかったが，

特に腹膜との間にかなり強い癒着があり，また大小多

数の異常血管を認めた．注意深く腎茎部に達したが，

この部にはリンパ腺の腫脹は認められなかった．よっ

て型のごとく腎および尿管を摘除した．尿管は全く正

常であった．

 摘出標本：腎は680gで腎孟内に多量の血性混濁液

を含み，中に大小約20個総重量：1709の結石が存在し

た（Fig．3，4）．結石に面する腎孟粘膜は一般に浮腫

状で脂肪に富んでいるが下極部の結石を除くと，この

部分の粘膜のみは充血が強く，表面粗置となり，腎孟

より腎実質にかけてかなり硬い浸潤性硬結石を触れ
た（Fig．5）．

 組織学的所見＝腎孟粘膜上皮は扁平上皮化し，核の

濃染および大小不同が著明で，異型性の強い腫瘍細胞

が腎実質内にまで浸潤増殖し，角化が著明に認めら

れ，いわゆる腎孟扁平上皮癌の像を呈している（Fig・
6， 7）．

 術後経過：術後5日目より，術前にみられた弛張熱

も下り，手術創も1週間目で治癒し，順調な経過をと

っていたが術後2週間目頃から胸部痛を訴えるととも

にふたたび38℃前後の発熱が見られるようになり，

胸部単純撮影においても，両肺野に大豆大から粟粒

大の大小多数の陰影を認めた．種々化学療法を行なっ

たが全く改善がみられず，約2ヵ月後には，手術創に

ほぼ一致して，大ぎな腫瘤を触れるようになり，また

この頃から悪心，嘔吐，腹部腫脹，全：身衰弱およびる

い痩が次第に増強し，10月1日死亡した．なお死因は

手術部における腫瘍の再発および肺転移と考えられた

が，家族の同意が得られず，病理解剖学的検索はでき

なかった、

考 按

 二丁腫瘍のうちでも比較的まれな疾患である

腎孟扁平上皮癌について，外国においでは従来

より諸家1～7｝によって詳細な統計的観察が行な

われているが，特に本症の予後の不良なことお

よびその組織発生における結石との関連性が重

視されている．本邦においても，すでに南ら8）

が45例の本邦症例を集計しているが，われわれ

はさらに最近までの交献を集めて総症例69例に

自験例1例を加え，総計70例について統計的観

察をおこなった（Table 1），

 発生頻度について

 腎腫瘍のうち腎孟腫瘍の発生頻度は，Har－

vey9｝は50例中13例26％， Richesら4）は2，314例

中315例ユ2．5％，Allenlo）は5－10％，赤坂11｝

は10％であると報告し，このうち融融扁平上皮

癌の発生頻度については，Richesら4）は腎孟腫

瘍315例中69例22％，Utzら5〕は175例中23例

13．1％，Taylor6｝は32例中1例3．1％， Nage1

ら7｝は31例中7例，南ら8）は腎孟腫瘍9例中，

扁平上皮癌は2例であったと報告している．

 われわれの教室の最近5年間の統計では，腎

実質腫瘍8例，腎孟および尿管腫瘍8例でこの

うち扁平上皮癌は本丁の1例のみであった．
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Tab工e 1本邦における腎孟扁平上皮癌症例
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黎報告者1酬零i綱領症状引潮転 移誤診剛治 療騨
1

2

内藤『 楽 1907
，、1女

西 繁

l1908164

3「赴成美 1912

4

5

中川小四郎

小此木修三

1912

Fg！7

57

37

67

男

不
明

男

男

左

左

左

右

左

発作性疹痛

血 尿

腰痛，血尿

側腹部痛

十

十

十

十 十1－
 L

、k一・m襯 e
／917！45

訴＋

．1－

F

十1十 十

蜘左瀦腫瘤に＋■

肝臓，膀胱

腎腫瘍

膿腎症
肺臓，肝臓，

リンパ腺

脈腎症

7陣尾秋夫 ！川中 尿ys州騨型 腹部腫瘍

開  腹
（全摘不能）

腎 摘

剖 検

腎 摘

剖 検

腎 摘

1

2

3

4

5

6

開腹［，
（摘出不能）1

1中本完二．

8骸小麟一

9 千葉忠恕

、1

ﾋi迦
   男右側腹部痛1926 60

尿吐］願為

■中川小四郎．樋二19 」男嬬腎梅

11来須正男・中島

垂香E一ftKLg301s3ト囚

十

十

．1＋1＋

Il

十1一

後腹膜下

一1

II・［後囎

腎翻
s出不羅・

腎 摘

8

9

腎腫嘉島 摘 10

腎腫瘍［腎 摘 ！！

 1
12 w 巽 ’930P41」男【血

尿1 Bi．1．．．腺

管i腎腫飼腎 摘1’2

13礒田 五雄

i1930

，4－ P来聴正男・中島英一郎1934
        1

15竹内勝・王 烈 1936

57

40

蛎左季鵬隔‘

女皇右季肋部腫瘤

51｛號血尿腫瘤
   l

16

17

光武種助

新井  侃

囲男1榊鞭瘤

18前田  実

19 佐藤陸平

1938

1938

20

／938

宗菊次郎。馬場 潔 1938

51男

59

59

男

男

列腰 痛

21

22

74

灘三主陣
渡辺一郎・菅原勝三郎194047

左

左

翠蔓

階層

 L

男右

左側腹部痛

血 尿

左腎部腫瘤

需給部腫瘤

血   尿，

右腎部痛

十

十十一

十 十

一＋ P＋

尿  管，

リンパ腺

＋i－1＋

＋1リンパ塒

鳥膿 寳t 摘113

腎腫瘍

腎結石

十 十 十

腎腫瘍

十 右副腎 腎結石

腎 摘 14

腎切石術 15

十

十

十

十

一1十

十

十 十

十

十

十

十

十

腎切石術 16

十

十

十

腎 摘

リンパ腺腎結石 P腎

リンパ腺

摘

腎腫瘍 腎 摘

陥誇鷺岬結石剖 検

尿  管，
リンパ腺

腎腫瘍
ヘマト不フ
  Pt一一ゼ

腎結石

腎   摘

放射線

腎切石術

17

18

19

20

21

22



810 平松・ほか：腎孟扁平上皮癌についての観察

23

24

25

26

27

28

大森清一・川村太郎

浜崎幸雄・稲木喜治

富川梁次・桐生博光

島田猪一郎

鎌田善弘・中島佐一・
稲森啓三

加藤篤二・大森孝郎・
仁平寛己

1942

1950

1952

1953

1953

1953

29北川 渓・陳 伴水 2954

30星信男・岡崎久雄

31

32

33

34

35

36

37

38

畑 弘道・大矢知身

名村竜雄・清水昭造

弘中哲也・安部英一

三宅俊弘・瀬川陽一

林純茂・後藤甲子男

北川 涙・陳 墨水

北川 漫・陳 導水

和田房治

1954

39

40

41

42

43

44

45

46

1954

1954

1954

1954

1954

1955

1955

1956

関  孝雄 1956

藤田幸雄 t957

須古明正・家入義範・
西辻一重・長順一郎

山宮 信・高柳十四男

横井時敏・飯由 威・

萩野隆

富樫良吉

大矢全節・山田瑞穂・
土屋準之・伊藤直樹

1958

／958

1958

1958

1958

岩佐裕・鈴木優・
岩元 怜・三浦玄洋・1959
星加吉久・登田耕市

62

58

63

31

47

58

44

52

51

55

48

57

72

28

男

男

男

男

男

男

生

外

寸

右

右

右

男左

男

男

男

男

女

男

男

左

右

左

：右

左

右

血 尿

尿 閉

血 尿

右側腹部痛，

血    尿

右側腹部痛，

腫   瘤

右上腹部痛

血   尿，
左下腹部痛

60女

65

43

74

63

55

56

45

44

42

女

女

下腹部痛，
血    尿

右上腹部痛

血 尿

血 尿

血尿，貧血

右側腹部痛，

血    尿

右1監部喉

左

右

男1左

男

男

女

男

男

男

左

右

右

左

右

左

左上腹部腫瘤

右腎部野

並L  尿，
背 部 痛

腰痛，血尿

腰痛，血尿

腫 瘤

排尿障害

季肋部痛

十

十

＋1＋

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

な し

．尿管， E心臓，

肝臓，リンパ
腺

尿  管，

リンパ腺

な し

尿 管

リンパ腺

リンパ腺

＋ リンパ腺

腎腫瘍

腎腫瘍

腎腫瘍

腎腫瘍

腎結石

腎腫瘍

腎孟腫瘍

腎 摘 23

剖 検 24

騒射糠

腎 摘

腎 摘

腎 摘

腎  摘
放，射線

腎 摘

結灘膿腎騒射篠

十

十

十

副腎，膀胱

腰椎，肋骨

な し

な し

リンパ腺

な し

腎腫瘍

腎腫瘍

腎結石

腎腫瘍

腎腫瘍

腎結石

腎 摘

腎 摘

腎 摘

腎 摘

腎  摘
放射線
腎 摘

腎 摘

25

26

27

28

29

30

31

十

十

十

十

十

32

リンパ腺 腎腫瘍

尿 管

な し

右腎，肺臓，

肝臓，リン
パ腺

尿管，膀胱

肺 臓

腎結石

腎結石
腎腫瘍

腎腫瘍

膀胱腫瘍

腎結石

33

34

35

36

36

37

38

腎 摘 39

腎 摘

腎 摘

腎． 摘

剖 検

腎 摘

腎 摘

40

41

42

43

44

45
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47

48

49

50

51

52

東福寺英之・山藤政夫・

井刈義幸・織田裕義・
飯塚豪男

並木重吉・松田 実・
高橋 洋

武田 正雄

寺尾  清

岩田正三・徳永信三・
島本 治

1960

1960

1960

1961

1962

南  武・千野一郎・1
         1962古川元明・増田富士男】

46

55

52

61

66

男L

男1県

単

男

男

左

左

半

神

腹部膨隆

季肋部痛

左側腹部痛，

血 膿 斜

面背痛，
左側腹部腫瘤

腎部痙痛

鵡ri元嚇議瞬帽血 尿

54

55

56

57

林 周一・村松正久・
高橋駿

丸岡元男・町野 康・
後藤 達・福間泰隆

後藤有司

古武敏彦・園田孝夫・
竹内正交

58
山臥秀．麟昭策＝

阿原裕

1962

1962

54

71

男

男

旱

右

 1－196268．男一

！963160

 i

男旱

発熱，腫瘤

痙痛，腫瘤

1963

5g懸総藤聯1963
 i

60 中野 厳・広川 勲

61’

蝟k醗．松腸右

1963

1963

63

57

62

39

腹   痛，

全身倦怠

男左w 漢

讃1左脳
痛

男

男

旱

右

腹 痛

尿 掴 濁，

有痛性腫瘤

十

十

十

十

十

十

・

十

十

十

十

コ＋

 肺臓，肝臓，

一塁辱墜濃水腎症腎 摘

」な
し

十

肺 臓

尿管，副腎，
肝臓，リンパ，

空腸，腰椎

尿管，膀胱

腎腫瘍

腎結核または腎腫瘍

腎 摘

山

州・

十 十 ＋i＋

冊

十 一十 1

腎 摘

岳麓蕩心 摘

扁平上皮癌
腎
Co6e
摘

尿 管暮鶴1腎 摘

肺，肝，骨，

鯵：醗興腎腫瘍
腎 結 石

肝 臓轟轟蕩

周囲リンパ
腺，腰椎

肝 臓

試験切除

腎 摘

腎結 石 腎   摘
果腫瘍．放射線

腎結石

腎 摘

腎 摘

46

47

1
＋「［一

 ］
十1一］一
il

十

．1．

Ll
十

48

49

50

51

62

63

64

65

石井克太郎・上野和夫 1964

小野 利彦

E
Ilg64

高柳十四男 1964

清水圭三・牧野昌彦 1965

64

78

な し 並置腫瘍

十 十

嗣・・線水腎症

66

67

68

女 早

鮪
751女

茶幡 隆之

57

1965！68

男

男

左

右

左

胸 椎

＋な し

腎結石

頻民排尿痛
g・

腎結石
水 腎症

一1十 醜態腎翻
腰 痛

山内秀一郎 1965

佐藤淳一・村本俊一・
三又勝彦

1966

 r

48男

60女

膿尿，腹痛，

腫瘤

発熱，腰痛

左側腹部痛
発   熱

 1

右右側腹部野

阜 腹痛，発熱

一1．1．

  1

  荊

な し 膿腎症

十

十

十

十

十 十

十

十

悪性膿腎症

な し

な し

多発性腎膿腫

腎結石

腎結石

腎結 石

51

52

53

54

55

腎 摘 56

腎
捌，6

69

70

腎
Co60
摘

腎 摘

腎 摘

腎 摘

57

58

59

斎米 哲・菅原剛太郎 1966

自験例1967

56

48

女

男

右

左

右側腹部痛

血尿，腹痛，

発熱

60

十

十

“

十

十1十
1

腎 摘 61

リンパ腺，腹
膜，肝臓，膵
臓

肺 臓

腎 摘

腎 摘

腎
Co60
摘

腎
Co60
摘

腎結石 腎   摘
膿腎症 制癌剤

腎結石
膿腎症

腎 摘

62

63

64

65

66
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 年令別頻度について

 本邦症例における年令別頻度は，Fig．8に示

すとおりである．最低28才，最高74才にみら

れ，50才台に最も多く，40才より69才までで全

例の84．3％をしめている．Richesら4｝は最低28

才から最高81才までのうち，40才台から60才台

までが全例の78％をしめていると報告し，その

他の報告1・2・3・6）でも50才台に発生頻度が最も

高い．

 性別頻度について

 Table 2に示すように，本邦症例においては

男56例女13例不明1例でその比は4．3：1と男

子に圧倒的に多い．一方外国における本症の男

女比は，12：1，ユ．3：12）と大差のない報告

が多いが，Utzら5）は23例中男子が20例で男子

に多いという報告もある．

Table 2 性別および患側

右 左 不 明 計

男

女

不 明

27

9

27

4

1

2 56

13

1

計 36 32 2 70

 患側について

 本邦症例においては，左32例右36例不明2例

で，左右差はほとんどなく，この点は外国にお

ける報告と同様である．

 臨床症状について

 本症の初発症状をいわゆる血尿，疹痛および

腫瘤の三大症状を中心として記載のみられた64

例についてTable 3に一一括して示した．こ

のうち三一のみを訴えるものは20例31。3％，血

尿のみを訴えるものは12例18．8％，腫瘤のみを

訴えるものは10例15．6％，疹痛と血尿を訴えた

ものはユ3例20．3％，疹痛と腫瘤を訴えたものは

5例7．8％，血尿と腫瘤を訴えたものは1例1．5

％ovaみられた．以上を疹痛，血尿および腫瘤に

分けて，それぞれ集計してみると，一騎は38例

59．4％，血尿は26歪列40．6％，腫瘤は16例24．3％，

となり，痺痛が最：も多い．同様に経過中の症状

についても63例について集計したが，菅尾は47

例74．6％，血尿は42例66，7％，腫瘤は40例63．5

％，となり，ここでも胃痛の占める頻度が最も

高率であった．初発症状と異なり，経過中にお

いては三大症状のすべてが見られるものが17例

27％，と比較的多かった．一方諸家の報告を見

ると，Richesら4）は69例中癒痛のみは4例6

％，癒痛と血尿は22例32％，疹痛と腫瘤は2例

3％，停年，．血尿および腫瘤は3例4％，で，

silentのものを7例10％にみている．これを痙

痛，血尿および腫瘤に分けてそれぞれ集計す

ると，痺痛は42例61％，血尿は41例59％，腫瘤

は9例！3％，であり，またOberkircherら3｝は

15例中，痙痛は13例87％，血尿は8例53％，腫

瘤は10例66％であるとの苓，Utzら5｝は33例中

興痛17例74％，血尿ユ1例48％，腫瘤5例21．7％

と報告し，同様に本症においては疹痛が最も高

Table 3臨床症状

症 状

血

腫

痺  痛・血

痙  痛・腫

血  尿・腫

痛

尿

瘤

尿

瘤

瘤

痙痛・血尿・腫瘤
そ の 他

初  発  症  状 経過 中 の 症状 ’

症 例 数 ％ 結石例症例数 ％ 1結石例
20 （3）

12

10 （1）

13 （1）

5

1

0

3

31．3

18．8

15．6

20．3

7．8

1．5

0

4．7

15

2

4

3

4・

1

0

1

6

6

2

11

13

8

17

0

9．5

9．5

3．2

17．5

20．6

12．7

27．O

o

6

0

0

2

7

4

11

0

計 64 30 63 30

（）は発熱



「平松・ほか：腎孟扁平上皮癌についての観察

頻度であることを示している．

 このことは一般に腎孟腫瘍，ことに二二乳頭

腫や二二移行上皮癌においては血尿の頻度が非

常に高いことと比べて，本症の特異な点といえ

よう．この原因について考えてみると，本症に

はしばしば結石を合併するため結石自体による

症状であること，腫瘍からの出血や結石による

尿路の閉塞性変化，更に炎症の合併が多いこと

などが，痺痛の多い一因と思われる．また発熱

のみられるものもかなりあるが，これも腫瘍自

体の症状以外に，炎症の合併が多いことも関与

していると思われる．他方血尿の頻度が通常の

腎孟乳頭状腫瘍にくらべて比較的低いのは，組

織学的に扁平上皮癌は非乳頭状，浸潤性に発育

するものが多いため12｝，この組織学的特性の差

異によるものと考えられる．

 組織発生ならびに結石との合併について

 一般に尿路粘膜の発癌機序については，尿中

に排泄された発癌物質と，長期間の尿の停滞に

よって腫瘍の発生が促進されるということが解

明され，多数の実験的膀胱腫瘍の研究によって

も証明されている13）’”17｝． これらの事実につい

ては南ら8）の論文に詳しく述べられているが，

Latterii8）， Mucharinsky19｝の実験的研究，あ

るいは楠20）の白板症における変化，加藤ら21）

の摘出結石腎の変化等に関する報告によくあら

わされている．また最近，われわれの教室の城

野22｝は3－methylcholanthren eを浸した木綿糸

を轡型内に貫通留置して12匹中4匹33．3％，

に強い角化上皮化生を伴う移行上皮癌の発生を

見ている．一般に発癌剤を留置または挿入する

実験は多く，．これらの結果は尿路粘膜に上皮化

生を起こしたり，腫瘍性変化を起こしやすいこ

とを物語っているが，パラフィン球，コレステ

ロール球や結石のみでも十分腫瘍性変化や上皮

化生を起とす可能性がみられている23 ”25｝．

 要するに腎孟扁平上皮癌は三二移行上皮の増

殖とその扁平上皮化生によって扁平上皮癌が発

生してくるので，臨床的にも，移行上皮癌と扁

平上皮癌の関係はUtzら5｝， Taylor6｝の報告に

も明らかであるし，このことについては古武

ら26｝も腎孟粘膜に対する長期の慢性刺激を重視

813

している．したがって，本症のように長期間，

腎州内に存在した結石が発症因子として最も重

大な影響をもつことは明らかである．従来の報

告より，結石との合併率を調べてみるとTable

4に示したように25。6～57．0％oで，本邦症例で

は記載のあった64平中30例46，9％に結石の併発

がみられている．一方，腎孟移行上皮癌および

三論乳頭腫の場合は，結石の発生頻度は低く，

Richesら4）は5％にみているにすぎない．この

ことからも腎孟扁平上皮癌の組織発生に関する

結石存在の意義の重要さを示唆している．

 また最近，この考えとは別に悪性腫瘍に合併

する高Ca血症の症例も散見されるが26・29），わ

れわれの症例の場合は高Ca血症は認められな

かった．

 以上を要するに，本症例においては，その発

生原因としては長期にわたる腎孟結石の存在お

よびそれによって惹起された尿路の閉塞性変化

や感染等の慢性刺激が考えられる．上部尿路結

石は現在泌尿器科領域で最も多く遭遇する疾患

で，この治療に当ってはごく簡単に処理する傾

向がないとはいえない．著しく長期間の経過を

とった結石の場合には，その裏面に悪性変化の

合併している危険性のあることも十分念頭に入

れて，慎重な態度で治療方針を決定することが

必要であることを痛感した．

  Table 4 等温扁平上皮癌と結石の合併

報告剤年次lil皮蕪繭％
Kretschmer

Gilbert et al．

Gahagan et al．

Riches et al．

Oberkircher

Utz et al．

Seth－Smith

平松ら

1917

1934

1949

1951

1951

1957

1959
1967

 まで

43

57

100

69

15

23

29

64

11

30

48

20

4

13

9

30

25．6

52

48

29

26．7

57

31

46．9

 診断について

 本症の場合，結石や炎症の合併，あるいは上

部尿路の閉塞性変化による水腎症のために腫瘍

の存在がかくされ，術前に適確に診断されるこ

とが比較的少なく，術後にしばしば発見されて

いる．本邦症例ではTable 5に示すように，

術前に腎腫瘍と診断されたものが最も多く61例
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中30例49。2％に対し，腎孟腫瘍と診断された

ものはわずかに3例で，多くは結石や膿腎症，

あるいは水腎症と診断されている．Gahagan

ら2｝も106例中38例が腎腫瘍と診断され，予告

腫瘍と診断されたものはただ4例であると述べ

ている．われわれの症例も術前には，左腎結石

およびこれによる膿腎症と診断され，術後の詳

しい検討で本症の併発を認め，組織学的に扁平

上皮癌と診断されたものである．

したものはCarlson30）の1例のみである．本邦

症例については，手術症例65例のうち予後のは

っきり記載されているものは48例で，3年以上

生存例はなく，ほとんどが術後6ヵ月以内に死

亡している．われわれの症例も術後2ヵ月で死

亡した（Table 7）．

Table 7予 後

予 後死亡1生存 計

Table 5臨床診断

診断矧三面診断名症例数
腎  腫  瘍

腎  結  石

腎結石，腎腫瘍

膿  腎  症

腎結石，膿腎症

腎孟腫瘍
水  腎  症

22

15

5

4

4

3

3

腎 臓 結核
腎結石，水腎症

腹部 腫瘍
膀胱 腫瘍
記 載 な し

計

2

1

1

1

9

入 院 死
手 術  死

。．5年以内

。．5年～！年

1年～2年
2年～3年
3年以上
不    明

5

2

26

3

0

1

0

3

5

1

0

2

0

5

5

48

70
計 40 ’］3

お わ り に

 転移について

 本邦症例70例のうち転移について記載のある

ものは54例で，このうち転移のみられたものは

42例77，8％である．その転移部位はTable 6に

示すように，リンパ腺，肺臓，肝臓および尿管

等の順に多い．Oberkircherら3）は15例中13例

に認め，その転移部位はリンパ腺，肝臓，肺

臓，脊椎，腹壁，副腎等であるが，Richesら4）

は転移のあった25例中，肝臓11例，肺臓9例，

リンパ腺7例，その他，骨，副腎等の部位に認め

ている．われわれの症例は死後病理解剖学的検

索については遺族の同意が得られず，転移部位

を確かめられなかった．

Table 6 転 移

転記位症圃隊移部位症例数
膀    胱
膵     二

二    臓

皮    一
転 移 な し

記 載 な し

 1）側腹痛，血尿および発熱を主訴とした48

才男子の巨大腎結石に腎摘除術を行なったとこ

ろ，その摘除腎の詳しい検討の結果，腎孟扁平

上皮癌と診断した1例を報告した．

 2）自験例を含めて，本邦症例70例について

種々の面より統計的観察を行なった．特に本症

における結石の演ずる役割の重要性を指摘し，

このような長期間にわたって存在した巨大な結

石に対しては，その治療にあたって，慎重な態

度でのぞむことの必要性を強調した．

 本論文の要旨は1967年9月2日京都市における第44

回日本泌尿器科学会関西地方会において発表した．

 （石川教授の御校閲を感謝します）

リ

肺

肝

尿

腹

副

ン パ 腺

   臓
   臓
   管
 骨

   膜
   腎

24

12

11

11

6

5

4

4

2

1

1

12

16

予後について

本症の予後は非常に悪く，術後5年以上生存
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    左腎珊瑚状結石が見られる

Fig．2 静脈性腎孟撮影（10分後）

    右腎 正常

    左腎 排泄像なし
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Fig．3左腎摘出標本（6809）
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Fig．4 離調内結石（1709）

Tig．5左腎下総の浸潤1生硬結部とそこに存在した

   腎孟内結石

  Fig．6腫瘍細胞の腎実質内への浸潤像

              （HE染色X100）
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Fig，7腫瘍部の強拡大像（X400）
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